
 

 

 

第２回河内長野市廃棄物減量等推進審議会での主な意見と市の考え方 

 

No. 項目 審議会での意見 市の考え方 

1 ふれあい収集について 現在の基準（要介護２）以下でも支

援が必要な高齢者がおり、日常生活

の実態をよく知る担当のケアマネ

ジャーの意見などにより、ふれあい

収集の利用を認めるようにするな

ど、基準の適用を柔軟に運用できる

とよい。（現状では、担当医による

判断が必要となっている。） 

基準緩和を行ったうえで、利

用の必要性判断をどのように

するか検討したい。 

2 地域コミュニティへの

アプローチについて 

自治会に加入していない世帯が４

割程度ある現状では、自治会を通じ

たアプローチだけでは解決が難し

い課題もあるのではないか。 

意見の通りであり、コミュニ

ティの基盤である自治会への

加入を促しつつも、現状での

ごみ出し等が困難な世帯がご

み出しに困らないような施策

も検討したい。 

3 地域コミュニティへの

在り方について 

若年層の転入世帯は時間的余裕が

なく、地域のお祭りのようなことに

は関わりづらいと思うが、ごみ出し

のことであれば、自分たちのことな

ので、関わることができるのではな

いかと思う。 

「地域の伝統的な活動」と「日常生

活に関わる活動」を分け、地域住民

にあわせて、自治会活動への参加度

合いを変えられないかと思ってい

る。 

意見の通りであり、地域の日

常生活に関わる活動を行って

いる自治会の活動は重要であ

り、未加入者にも理解してい

ただく必要がある。自治会活

動の新たな運営方法について

は、担当部局とも協議してい

きたい。 

4 審議会での議論内容、

答申の内容について 

元々の諮問の内容を考えると、コミ

ュニティに関する議論は、答申の付

帯の内容として取りまとめるなど

も考えられるのではないか。ただ、

この審議会でどこまでコミュニテ

ィの話に突っ込むことができるの

か少し混乱している。 

ごみ出しやごみステーション

管理は自治会に頼る面が大き

いため、自治会のあり方等、

コミュニティの議論と不可分

であると考えている。一方で、

ごみ出しやごみステーション

管理は、自治会が担う役割の

一部であり、この側面からコ

ミュニティのあり方を整理す

るのは難しいため、担当部局

と連携を密にしながら中長期

的に対応していきたい。 
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